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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ＳＭＳの送受信ができなくなることを抑制する
。
【解決手段】マルチ無線端末８は、回線交換方式のＣＤ
ＭＡ２０００　１ｘと、パケット通信方式のＣＤＭＡ２
０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、ＬＴＥにより通信が可能とさ
れている。検出部５４Ｂ、５４Ｃは、ＣＤＭＡ２０００
　１ｘＥＶ－ＤＯ、ＬＴＥにより通信が可能か否かを検
出する。通知部６９は、検出結果に基づき、ＳＭＳの通
信を回線交換方式またはパケット通信方式の何れで行う
かネットワーク上のＳＭＳの切替制御サーバへ通知する
。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回線交換方式の第１の通信方式と、前記第１の通信方式よりも通信速度が速いパケット
通信方式の第２の通信方式により通信が可能な無線端末装置であって、
　前記第２の通信方式により通信が可能か否かを検出する検出部と、
　前記検出部の検出結果に基づき、ＳＭＳ（Short　Message　Service）の通信を前記第
１の通信方式または前記第２の通信方式の何れで行うかネットワーク上のＳＭＳの切替制
御サーバへ通知する通知部と、
　を有することを特徴とする無線端末装置。
【請求項２】
　前記検出部は、前記第２の通信方式として、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ（Evol
ution-Data　Only）方式およびＬＴＥ（Long-Term　Evolution）方式によりそれぞれ通信
が可能か否かを検出し、
　前記通知部は、前記検出部の検出結果、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ方式および
ＬＴＥ方式で共に通信が不能と検出された場合、ＳＭＳの通信を前記第１の通信方式で行
うことを前記切替制御サーバへ通知する
　ことを特徴とする請求項１に記載の無線端末装置。
【請求項３】
　前記検出部の検出結果からＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ方式およびＬＴＥ方式が
共に圏外であるか否かを示す第１の信号と、前記第１の信号の状態が変化するタイミング
を示す第２の信号とを生成する信号生成部をさらに有し、
　前記通知部は、前記第２の信号が示すタイミングで前記第１の信号が、ＣＤＭＡ２００
０　１ｘＥＶ－ＤＯ方式およびＬＴＥ方式が共に圏外であることを示す状態である場合、
ＳＭＳの通信を前記第１の通信方式で行うことを前記切替制御サーバへ通知する
　ことを特徴とする請求項２に記載の無線端末装置。
【請求項４】
　回線交換方式の第１の通信方式と、前記第１の通信方式よりも通信速度が速いパケット
通信方式の第２の通信方式により通信が可能な無線端末装置のプロセッサに、
　前記第２の通信方式により通信が可能か否かを検出する検出部の検出結果を取得し、
　取得した検出結果に基づき、ＳＭＳ（Short　Message　Service）の通信を前記第１の
通信方式または前記第２の通信方式の何れで行うかネットワーク上のＳＭＳの切替制御サ
ーバへ通知する
　処理を実行させることを特徴とする切替制御プログラム。
【請求項５】
　回線交換方式の第１の通信方式と、前記第１の通信方式よりも通信速度が速いパケット
通信方式の第２の通信方式により通信が可能な無線端末装置の切替制御方法であって、
　前記無線端末装置は、
　前記第２の通信方式により通信が可能か否かを検出する検出部の検出結果を取得し、
　取得した検出結果に基づき、ＳＭＳ（Short　Message　Service）の通信を前記第１の
通信方式または前記第２の通信方式の何れで行うかネットワーク上のＳＭＳの切替制御サ
ーバへ通知する
　処理を実行することを特徴とする切替制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線端末装置、切替制御プログラムおよび切替制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、第３世代移動通信方式（３Ｇ：3rd　Generation）として、ＣＤＭＡ(Code　Divi
sion　Multiple　Access)２０００、ＣＤＭＡ２０００　１ｘ、およびＣＤＭＡ２０００
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　１ｘＥＶ－ＤＯ（Evolution-Data　Only）等の様々な通信方式が提案されている。ＣＤ
ＭＡ２０００　１ｘは、ＣＤＭＡ２０００規格に含まれる技術仕様の一つであり、以下、
単に「１ｘ」と称する。また、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶＤＯは、１ｘ方式を改良して
パケット通信に特化し、その通信速度を高速化した規格であって、以下、単に「ＥＶＤＯ
」と称する。
【０００３】
　また、携帯電話機の無線通信の標準規格として、ＯＦＤＭＡ（Orthogonal　Frequency
　Division　Multiplexing　Access）方式の通信を使用したＬＴＥ（Long-Term　Evoluti
on）等のパケット通信方式が提案されている。
【０００４】
　例えば、１ｘ方式やＥＶＤＯ方式等は、近年広く普及したサービスであるため、基地局
の設置台数も多く、その通信エリアも広範囲に及ぶ。これに対し、ＬＴＥ方式は、１ｘ方
式に比較すると、新しいサービスであるため、都市部を中心にサービス展開して、１ｘ方
式やＥＶＤＯ方式の通信エリアに包含される狭い通信エリアである。
【０００５】
　このような状況の下、携帯電話機等の無線端末では、例えば、１ｘ方式、ＥＶＤＯ方式
やＬＴＥ方式等の複数の通信方式を通信可能とするマルチ無線端末が考案されている。マ
ルチ無線端末では、例えば、音声通信に１ｘ方式を使用し、パケット通信にＥＶＤＯ方式
やＬＴＥ方式を使用する。
【０００６】
　ところで、従来の携帯電話機等の無線端末は、１ｘの回線交換方式の通信のみを用いて
ＳＭＳ（Short　Message　Service）の送受信を行う。１Ｘ、ＥＶＤＯ、ＬＴＥ各の通信
方法を利用できるマルチ無線端末では、１ｘの回線交換方式より高速な通信を行えるＥＶ
ＤＯ、ＬＴＥなどのパケット通信方式を用いてＳＭＳの送受信を行うことが求められてい
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００８－２５２３３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、パケット通信方式を用いてＳＭＳの送受信を行うと、通信網の状況によ
ってはＳＭＳを長時間、送受信できないことが起こりうる。例えば、ＥＶＤＯやＬＴＥな
どのパケット通信網が使用できないにも関わらず、サーバからパケット網を用いてＳＭＳ
を送受信するようになっている場合、ＳＭＳの受信を行えない場合がある。
【０００９】
　一つの側面では、ＳＭＳの送受信ができなくなることを抑制できる無線端末装置、切替
制御プログラムおよび切替制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　一つの案では、無線端末装置は、回線交換方式の第１の通信方式と、前記第１の通信方
式よりも通信速度が速いパケット通信方式の第２の通信方式により通信が可能とされてい
る。無線端末装置は、検出部と、通知部とを有する。検出部は、第２の通信方式により通
信が可能か否かを検出する。通知部は、検出部の検出結果に基づき、ＳＭＳの通信を第１
の通信方式または第２の通信方式の何れで行うかネットワーク上のＳＭＳの切替制御サー
バへ通知する。
【発明の効果】
【００１１】
　開示の態様では、ＳＭＳの送受信ができなくなることを抑制できる。
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【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、マルチ無線システムの一例を示す説明図である。
【図２】図２は、マルチ無線システム内の１ｘ／ＥＶＤＯ方式の通信エリアとＬＴＥ方式
の通信エリアとの関係の一例を示す説明図である。
【図３】図３は、マルチ無線端末の一例を示す説明図である。
【図４】図４は、ＥＶＤＯ方式のパイロット信号のデータ構成を示す図である。
【図５】図５は、ＥＶＤＯ方式の通信エリア内であるか否かの検出方法を説明するための
図である。
【図６】図６は、ＥＶＤＯ方式の通信エリア内であるか否かの検出方法を説明するための
図である。
【図７】図７は、ＬＴＥ方式の無線フレームのデータ構成を示す図である。
【図８】図８は、ＬＴＥ方式の通信エリア内であるか否かの検出方法を説明するための図
である。
【図９】図９は、ＬＴＥ方式の通信エリア内であるか否かの検出方法を説明するための図
である。
【図１０】図１０は、信号生成部の構成の一例を示す図である。
【図１１】図１１は、信号生成回路の構成の一例を示す図である。
【図１２】図１２は、ＳＭＳ（ＤＡＮ）の動作の流れを示すシーケンス図である。
【図１３】図１３は、ＩＭＳ　Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎの動作の流れを示すシーケンス
図である。
【図１４】図１４は、切替制御処理の手順を示すフローチャートである。
【図１５】図１５は、切替制御プログラムを実行する無線端末装置を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面に基づいて、本願の開示する無線端末装置、切替制御プログラムおよび切替
制御方法の実施例を詳細に説明する。なお、本実施例により、開示技術が限定されるもの
ではない。また、以下に示す各実施例は、矛盾を起こさない範囲で適宜組み合わせても良
い。
【実施例１】
【００１４】
　図１は、マルチ無線システムの一例を示す説明図である。マルチ無線システム１は、１
ｘネットワーク２と、ＥＶＤＯネットワーク３と、ＬＴＥネットワーク４と、ＩＭＳ（IP
　Multimedia　Subsystem）５とを有する。マルチ無線システム１は、ＰＳＴＮ(Public　
Switched　Telephone　Network)／ＩＳＤＮ(Integrated　Services　Digital　Network)
６と、外部ＩＰ(Internet　Protocol)ネットワーク７と、マルチ無線端末８とを有する。
【００１５】
　１ｘネットワーク２は、ＭＣ（Message　Center）１１と、ＨＬＲ（Home　Location　R
egister)１２と、ＭＳＣ（Mobile　Switching　Center）１３と、ＧＭＳＣ（Gateway　Mo
bile　Switching　Center）１４とを有する。ＭＣ１１は、メッセージを管理しており、
例えば、メッセージを配信する。ＨＬＲ１２は、１ｘネットワーク２内のサービス加入者
の加入者情報、サービス加入者の位置情報および認証情報を対応付けて登録管理する。Ｍ
ＳＣ１３は、各１ｘ／ＥＶＤＯ基地局９Ａとの間で交換接続する。ＧＭＳＣ１４は、ＰＳ
ＴＮ／ＩＳＤＮ６と接続する交換機９Ｂと、ＭＳＣ１３とを交換接続する。
【００１６】
　ＥＶＤＯネットワーク３は、ｅＰＣＦ（evolved　Packet　Control　Function）２１と
、ＨＳＧＷ(High　Rate　Packet　Data　Serving　Gateway)２２と、Ｐ－ＡＡＡ(Proxy-A
uthentication,　Authorization　and　Accounting)２３とを有する。ｅＰＣＦ２１は、
１ｘ／ＥＶＤＯ基地局９Ａと接続してパケットのルーティング機能を司る。ＨＳＧＷ２２
は、ＥＶＤＯ方式の高速パケットデータに変換する。Ｐ－ＡＡＡ２３は、ＥＶＤＯネット
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ワーク３内の加入者の認証、承認および課金を管理する。
【００１７】
　ＬＴＥネットワーク４は、ＨＳＳ（Home　Subscriber　Server）３１と、ＭＭＥ（Mobi
lity　Management　Entity）３２と、Ｓ－ＧＷ（Serving-Gateway）３３と、Ｐ－ＧＷ（P
acket　Data　Network　Gateway）３４とを有する。ＨＳＳ３１は、ＬＴＥネットワーク
４内の加入者情報等を管理する。ＭＭＥ３２は、ＬＴＥ基地局９ＣとＳ－ＧＷ３３とを接
続し、ＬＴＥネットワーク４内のシーケンス制御、ハンドオーバ機能、サービス加入者の
位置管理、ＬＴＥ基地局９Ｃに対する着信時のページング機能等のネットワーク制御を司
る。Ｓ－ＧＷ３３は、ＬＴＥ基地局９Ｃと接続してパケットのルーティング機能を司る。
Ｐ－ＧＷ３４は、ＥＶＤＯネットワーク３内のＨＳＧＷ２２と、外部ＩＰネットワーク７
と、Ｓ－ＧＷ３３とを通信接続するゲートウェイである。Ｐ－ＧＷ３４は、例えば、ＥＶ
ＤＯネットワーク３とＬＴＥネットワーク４との間をシームレスにパケット通信する。ま
た、ＨＳＳ３１およびＰ－ＡＡＡ２３は、ＥＶＤＯネットワーク３およびＬＴＥネットワ
ーク４で共有化して使用されるものである。
【００１８】
　ＩＭＳ５は、固定電話網や移動体通信網などの異なる通信サービスをＩＰ技術やＳＩＰ
（Session　Initiation　Protocol）で統合してデータを中継するシステムである。ＩＭ
Ｓ５は、Ｐ－ＣＳＣＦ（Proxy　Call　Session　Control　Function）４１と、Ｓ－ＣＳ
ＣＦ（Serving　Call　Session　Control　Function）４２と、Ｉ－ＣＳＣＦ（Interroga
ting　Call　Session　Control　Function）４３とを有する。Ｐ－ＣＳＣＦ４１、Ｓ－Ｃ
ＳＣＦ４２およびＩ－ＣＳＣＦ４３は、それぞれ図示しないＳＩＰサーバ上で動作する。
Ｐ－ＣＳＣＦ４１は、異なる通信サービスと通信を行う際にマルチ無線端末８などの外部
端末からのアクセスを受け付ける。例えば、マルチ無線端末８は、ＥＶＤＯネットワーク
３またはＬＴＥネットワーク４ではＰ－ＧＷ３４を介してＰ－ＣＳＣＦ４１にアクセスす
る。Ｓ－ＣＳＣＦ４２は、異なる通信サービス間のセッション制御を行う制御部である。
Ｉ－ＣＳＣＦ４３は、他の通信サービスとの間のゲートウェイとして機能する制御部であ
る。
【００１９】
　マルチ無線端末８は、マルチ無線システム１内の各無線通信に対応可能なサービス加入
者の端末である。ＶＣＣＡＣ１０は、例えば、第３世代携帯電話と外部ＩＰネットワーク
７との間の音声通信のハンドオーバ機能を提供するサーバである。また、ＶＣＣＡＣ１０
は、ＳＭＳの通信経路を制御しており、ＳＭＳの切替制御サーバでもある。
【００２０】
　図２は、マルチ無線システム内の１ｘ／ＥＶＤＯ方式の通信エリアとＬＴＥ方式の通信
エリアとの関係の一例を示す説明図である。図２に示すマルチ無線システム１は、例えば
、１ｘ／ＥＶＤＯ方式の通信エリア７１と、ＬＴＥ方式の通信エリア７２とを有する。１
ｘ／ＥＶＤＯ方式の通信エリア７１は、近年広く普及しているサービスであるため、その
通信エリアも広範囲である。なお、１ｘ／ＥＶＤＯ方式の通信エリア７１では、音声通信
サービスおよびパケット通信サービスを提供する。これに対して、ＬＴＥ方式の通信エリ
ア７２は、１ｘ／ＥＶＤＯ方式の通信に比較して新しいサービスであり、人口の密集した
都市を中心にパケット通信サービスを提供する。なお、ＬＴＥ方式の通信エリア７２では
、高速パケット通信サービスを提供する。従って、ＬＴＥ方式の通信エリア７２では、１
ｘ／ＥＶＤＯ方式の通信エリア７１に比較して狭い。１ｘ／ＥＶＤＯ方式の通信エリア７
１では、複数の１ｘ／ＥＶＤＯ基地局９Ａを配置する。ＬＴＥ方式の通信エリア７２では
、複数のＬＴＥ基地局９Ｃを配置する。
【００２１】
　図３は、マルチ無線端末の一例を示す説明図である。図３に示すマルチ無線端末８は、
１ｘデバイス５０Ａと、ＥＶＤＯデバイス５０Ｂと、ＬＴＥデバイス５０Ｃとを有する。
マルチ無線端末８は、表示部６１と、操作部６２と、マイク６３と、スピーカ６４と、メ
モリ６５と、信号生成部６６と、ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）６７とを有する
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。
【００２２】
　１ｘデバイス５０Ａは、１ｘネットワーク２との無線通信を司るインタフェースである
。１ｘデバイス５０Ａは、アンテナ５１Ａと、１ｘ無線部５２Ａと、１ｘベースバンド処
理部５３Ａとを有する。１ｘ無線部５２Ａは、アンテナ５１Ａを経由して１ｘ方式に準拠
した音声や文字等の各種データの無線信号を受信し、受信した無線信号を周波数変換する
。１ｘベースバンド処理部５３Ａは、１ｘ無線部５２Ａで周波数変換された無線信号をベ
ースバンド信号に変換し、変換されたベースバンド信号を復調する。また、１ｘベースバ
ンド処理部５３Ａは、送信データをベースバンド信号に変調する。１ｘ無線部５２Ａは、
１ｘベースバンド処理部５３Ａで変調されたベースバンド信号を周波数変換し、周波数変
換された送信信号をアンテナ５１Ａ経由で出力する。
【００２３】
　ＥＶＤＯデバイス５０Ｂは、ＥＶＤＯネットワーク３との無線通信を司るインタフェー
スである。ＥＸＤＯデバイス５０Ｂは、アンテナ５１Ｂと、ＥＶＤＯ無線部５２Ｂと、Ｅ
ＶＤＯベースバンド処理部５３Ｂとを有する。ＥＶＤＯ無線部５２Ｂは、アンテナ５１Ａ
を経由してＥＶＤＯ方式に準拠した音声や文字等の各種データの無線信号を受信し、受信
した無線信号を周波数変換する。ＥＶＤＯベースバンド処理部５３Ｂは、検出部５４Ｂを
有する。ＥＶＤＯベースバンド処理部５３Ｂは、ＥＶＤＯ無線部５２Ｂで周波数変換され
た無線信号をベースバンド信号に変換し、変換されたベースバンド信号を復調する。また
、ＥＶＤＯベースバンド処理部５３Ｂは、送信データをベースバンド信号に変調する。Ｅ
ＶＤＯ無線部５２Ｂは、ＥＶＤＯベースバンド処理部５３Ｂで変調されたベースバンド信
号を周波数変換し、周波数変換された送信信号をアンテナ５１Ｂ経由で出力する。
【００２４】
　検出部５４Ｂは、ＥＶＤＯ方式により通信が可能か否かを検出する。例えば、検出部５
４Ｂは、ＥＶＤＯ無線部５２Ｂで周波数変換された無線信号に基づき、ＥＶＤＯ方式の通
信エリア内であるか否かにより、通信が可能か否かを検出する。検出部５４Ｂは、ＥＶＤ
Ｏ方式の通信が可能か否かの検出結果を示す信号を信号生成部６６へ出力する。例えば、
検出部５４Ｂは、ＥＶＤＯ方式の通信エリア内であり、ＥＶＤＯ方式により通信が可能で
ある場合、ローレベルの信号を信号生成部６６へ出力する。また、検出部５４Ｂは、ＥＶ
ＤＯ方式の通信エリア外であり、ＥＶＤＯ方式により通信が不可能である場合、ハイレベ
ルの信号を信号生成部６６へ出力する。
【００２５】
　ここで、ＥＶＤＯ方式の通信エリア内であるか否かの検出方法について一例を説明する
。ＥＶＤＯ方式では、データをＰＮ（Pseudorandom　Noise）コードにより符号化して送
信する。各１ｘ／ＥＶＤＯ基地局９Ａは、５１２通りの基地局用のＰＮコードの中からＰ
Ｎコードが割り当てられ、割り当てられたＰＮコードによりデータを符号化して送信する
。また、１ｘ／ＥＶＤＯ基地局９Ａは、パイロット信号などの制御信号と通信データとを
多重して送信する。このパイロット信号とは、ある決まったビットパターンの信号であり
、ＰＮコードによる符号化の周期と同期させて周期的に送信される信号である。
【００２６】
　図４は、ＥＶＤＯ方式のパイロット信号のデータ構成を示す図である。図４に示すよう
に、ＥＶＤＯ方式のパイロット信号は、バースト状になっており１０２４チップ（０．５
Ｓｌｏｔ）中に９６チップが挿入された構成である。このため、ＥＶＤＯベースバンド処
理部５３Ｂでは、パイロット信号がバースト状であることを考慮して同期を行う。
【００２７】
　図５および図６は、ＥＶＤＯ方式の通信エリア内であるか否かの検出方法を説明するた
めの図である。マルチ無線端末８がＥＶＤＯ方式の通信エリアから外れると、ＥＶＤＯベ
ースバンド処理部５３Ｂは、図５に示すように、同期はずれを起こし、圏外処理を行う。
この圏外処理は、これまで通信を行っていた１ｘ／ＥＶＤＯ基地局９Ａとの再同期を試み
る期間であり、例えば、６００ｍｓとされている。ＥＶＤＯベースバンド処理部５３Ｂは
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、圏外処理の期間を経過すると、通信可能な１ｘ／ＥＶＤＯ基地局９Ａを検索する検索処
理を行う。検索処理では、４セットのＢａｎｄサーチを行う。本実施例ではＥＶＤＯの周
波数候補として周波数ｆ１、ｆ２、ｆ３の３つがあるものとする。１つの周波数に対する
Ｂａｎｄサーチは、図６に示すように、ＲＳＳＩ（Received　Signal　Strength　Indica
tion）測定および粗い符号同期処理と、詳細符号同期処理およびＣＩＮＲ（Carrier　to
　Interference　and　Noise　Ratio）測定からなる。ＲＳＳＩ測定および粗い符号同期
処理は、例えば、１８０ｍｓとされている。詳細符号同期処理およびＣＩＮＲ測定は、例
えば、１２０ｍｓとされている。よって、１つの周波数に対するＢａｎｄサーチは、例え
ば、３００ｍｓである。周波数ｆ１で見つからない場合は、周波数ｆ２、ｆ３に対して同
様の処理を行う。周波数ｆ１、ｆ２、ｆ３に対する１セットのサーチは９００ｍｓの時間
を要する。４セットのＢａｎｄサーチとはこの周波数ｆ１、ｆ２、ｆ３に対するサーチを
４回行うことである。粗い符号同期処理は、５１２通りの基地局用のＰＮコードを順次選
択し、選択したＰＮコードをシフトさせて同期候補のＰＮコードを探す処理である。詳細
符号同期処理は、粗い符号同期処理で見つかったＰＮコードに対して同期する位相をサー
チする処理である。検出部５４Ｂは、圏外処理と４セットのＢａｎｄサーチを行っても何
れの１ｘ／ＥＶＤＯ基地局９Ａとも同期できない場合、通信エリア外と判定する。ＥＶＤ
Ｏベースバンド処理部５３Ｂは、一旦、通信エリア外となると、待機時間を経過する毎に
、１セットのＢａｎｄサーチを繰り返す。この待機時間は、通信エリア外と判定される毎
に、例えば、２秒、４秒と最大１８００秒まで順次延長される。
【００２８】
　図３に戻り、ＬＴＥデバイス５０Ｃは、ＬＴＥネットワーク４との無線通信を司るイン
タフェースである。ＬＴＥデバイス５０Ｃは、アンテナ５１Ｃと、ＬＴＥ無線部５２Ｃと
、ＬＴＥベースバンド処理部５３Ｃとを有する。ＬＴＥ無線部５２Ｃは、アンテナ５１Ｃ
を経由してＬＴＥ方式に準拠した音声や文字等の各種データの無線信号を受信し、受信し
た無線信号を周波数変換する。ＬＴＥベースバンド処理部５３Ｃは、検出部５４Ｃを有す
る。ＬＴＥベースバンド処理部５３Ｃは、ＬＴＥ無線部５２Ｃで周波数変換された無線信
号をベースバンド信号に変換し、変換されたベースバンド信号を復調する。また、ＬＴＥ
ベースバンド処理部５３Ｃは、送信データをベースバンド信号に変調する。ＬＴＥ無線部
５２Ｃは、ＬＴＥベースバンド処理部５３Ｃで変調されたベースバンド信号を周波数変換
し、周波数変換された送信信号をアンテナ５１Ｃ経由で出力する。
【００２９】
　検出部５４Ｃは、ＬＴＥ方式により通信が可能か否かを検出する。例えば、検出部５４
Ｃは、ＬＴＥ無線部５２Ｃで周波数変換された無線信号に基づき、ＬＴＥ方式の通信エリ
ア内であるか否により、通信が可能か否かを検出する。検出部５４Ｃは、ＬＴＥ方式の通
信が可能な否かの検出結果を示す信号を信号生成部６６へ出力する。例えば、検出部５４
Ｃは、ＬＴＥ方式の通信エリア内であり、ＬＴＥ方式により通信が可能である場合、ロー
レベルの信号を信号生成部６６へ出力する。また、検出部５４Ｃは、ＬＴＥ方式の通信エ
リア外であり、ＬＴＥ方式により通信が不可能である場合、ハイレベルの信号を信号生成
部６６へ出力する。
【００３０】
　ここで、ＬＴＥ方式の通信エリア内であるか否かの検出方法について一例を説明する。
ＬＴＥ方式では、ＯＦＤＭＡを用いて時間、周波数を多重化してデータを送受信する。例
えば、ＬＴＥ方式では、例えば、１２個のサブキャリアにそれぞれ無線フレームを同期さ
せて送信する。
【００３１】
　図７は、ＬＴＥ方式の無線フレームのデータ構成を示す図である。無線フレームは、１
フレームが１０ｍｓの長さとされ、１ｍｓの長さの１０個のサブフレームにより構成され
ている。サブフレームは、２つのスロットにより構成されている。スロットは、７個のシ
ンボルにより構成されている。ＬＴＥ方式では、送信データを何れのサブキャリアの無線
フレームのスロットに割り当て同期させて送信する。
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【００３２】
　図８および図９は、ＬＴＥ方式の通信エリア内であるか否かの検出方法を説明するため
の図である。マルチ無線端末８がＬＴＥ方式の通信エリアから外れると、ＬＴＥベースバ
ンド処理部５３Ｃは、図８に示すように、同期はずれを起こし、圏外処理を行う。この圏
外処理は、これまで通信を行っていたＬＴＥ基地局９Ｃとの再同期を試みる期間であり、
例えば、６００ｍｓとされている。ＬＴＥベースバンド処理部５３Ｃは、圏外処理の期間
を経過すると、通信可能なＬＴＥ基地局９Ｃを検索する検索処理を行う。この検索処理で
は、図９に示すように、４セットのＢａｎｄサーチを行う。本実施例ではＬＴＥの周波数
候補として周波数ｆ１、ｆ２、ｆ３の３つがあるものとする。１つの周波数に対するＢａ
ｎｄサーチは、ＲＳＳＩ測定およびＰｒｉｍａｒｙ符号同期処理と、Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ
符号同期処理およびＣＩＮＲ測定からなる。ＲＳＳＩ測定およびＰｒｉｍａｒｙ符号同期
処理は、例えば、６０ｍｓとされている。Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ符号同期処理およびＣＩＮ
Ｒ測定は、例えば、４０ｍｓとされている。よって、１つの周波数に対するＢａｎｄサー
チは、例えば、１００ｍｓである。周波数ｆ１で見つからない場合は、周波数ｆ２、ｆ３
に対して同様の処理を行う。周波数ｆ１、ｆ２、ｆ３に対する１セットのサーチは３００
ｍｓの時間を要する。４セットのＢａｎｄサーチとはこの周波数ｆ１、ｆ２、ｆ３に対す
るサーチを４回行うことである。検出部５４Ｃは、圏外処理と４セットのＢａｎｄサーチ
を行っても何れのＬＴＥ基地局９Ｃとも同期できない場合、通信エリア外と判定する。検
出部５４Ｃは、通信エリア外と判定すると、待機時間を経過する毎に、１セットのＢａｎ
ｄサーチを繰り返す。待機時間は、通信エリア外と判定される毎に、例えば、２秒、４秒
と最大１８００秒まで順次延長される。
【００３３】
　図３に戻り、表示部６１は、各種情報を画面表示する出力インタフェースである。操作
部６２は、各種情報を入力する入力インタフェースである。マイク６３は、各種音声を収
音する入力インタフェースである。スピーカ６４は、各種音声を音響出力する出力インタ
フェースである。メモリ６５は、各種情報を記憶する領域である。
【００３４】
　信号生成部６６は、検出部５４Ｂおよび検出部５４Ｃからそれぞれ入力する信号に基づ
き、各種の信号を生成する。例えば、信号生成部６６は、検出部５４Ｂおよび検出部５４
Ｃからそれぞれ入力する信号からＥＶＤＯ方式およびＬＴＥ方式が共に圏外であるか否か
を示す第１の信号を生成する。また、信号生成部６６は、第１の信号の状態が変化するタ
イミングを示す第２の信号を生成する。信号生成部６６は、生成した第１の信号および第
２の信号をＣＰＵ６７へ出力する。
【００３５】
　図１０は、信号生成部の構成の一例を示す図である。信号生成部６６は、アンド回路７
１と、信号生成回路７２とを有する。アンド回路７１は、検出部５４Ｂおよび検出部５４
Ｃからの信号が入力しており、２つの信号のアンド結果を信号生成回路７２へ出力する。
例えば、アンド回路７１は、検出部５４Ｂおよび検出部５４Ｃからそれぞれ通信エリア外
であることを示すハイレベルの信号が入力した場合、ハイレベルの信号を出力する。また
、アンド回路７１は、検出部５４Ｂおよび検出部５４Ｃの一方または両方から通信エリア
内であることを示すローレベルの信号が入力した場合、ローレベルの信号を出力する。
【００３６】
　信号生成回路７２には、アンド回路７１から出力された信号が入力する。また、アンド
回路７１には、一定周期毎に、信号の判断のタイミングを示すクロック信号が入力する。
本実施例では、クロック信号の周期を、例えば、５秒とする。
【００３７】
　図１１は、信号生成回路の構成の一例を示す図である。信号生成回路７２は、２つのＤ
－ＦＦ（フリップフロップ）回路８１、８２と、比較回路８３とを有する。Ｄ－ＦＦ回路
８１は、Ｄ端子がアンド回路７１の出力に接続され、クロック端子にクロック信号が接続
され、Ｑ端子がＤ－ＦＦ回路８２のＤ端子と、比較回路８３の一方の入力であるＢ端子と



(9) JP 2014-103608 A 2014.6.5

10

20

30

40

50

に接続されている。Ｄ－ＦＦ回路８２は、Ｄ端子がＤ－ＦＦ回路８１のＱ端子に接続され
、クロック端子にクロック信号が接続され、Ｑ端子が比較回路８３の他方の入力であるＡ
端子に接続されている。
【００３８】
　Ｄ－ＦＦ回路８１は、クロック端子にクロック信号が入力したタイミングでＤ端子に入
力する信号の状態を保持し、Ｑ端子から保持した状態の信号を出力する。Ｄ－ＦＦ回路８
２は、クロック端子に次にクロック信号が入力すると、Ｄ－ＦＦ回路８１のＱ端子の信号
の状態を保持し、Ｑ端子から保持した状態の信号を出力する。よって、Ｄ－ＦＦ回路８１
のＱ端子から出力された信号は、１クロック分ずれて、Ｄ－ＦＦ回路８２のＱ端子から出
力される。
【００３９】
　比較回路８３は、Ａ端子に、Ｂ端子よりも１クロック分ずれた比較回路８３の比較結果
の信号が入力する。比較回路８３は、Ａ端子の信号を反転させた信号と、Ｂ端子の信号を
反転させた信号とを比較し、一致した場合、ハイレベルの信号を出力し、不一致の場合、
ローレベルの信号を出力する。すなわち、比較回路８３は、１クロック分ずれた比較回路
８３の比較結果の信号を比較しており、信号が変化した場合にハイレベルの信号を出力す
る。信号生成回路７２は、この比較回路８３から出力される信号を第２の信号としてＣＰ
Ｕ６７へ出力する。また、信号生成回路７２は、Ｄ－ＦＦ回路８１のＱ端子から出力され
る信号を第１の信号としてＣＰＵ６７へ出力する。
【００４０】
　第１の信号は、ハイレベルの場合、ＥＶＤＯ方式およびＬＴＥ方式が共に圏外であるこ
とを示し、ローレベルの場合、ＥＶＤＯ方式、ＬＴＥ方式の両方または一方が通信エリア
内であることを示す。第２の信号は、ハイレベルの場合、第１の信号の状態が変化したこ
とを示し、ローレベルの場合、第１の信号の状態に変化が無いことを示す。
【００４１】
　図３に戻り、ＣＰＵ６７は、マルチ無線端末８全体を制御する。ＣＰＵ６７は、メモリ
６５や不図示のフラッシュメモリなどの記憶部に格納された各種のプログラムが動作する
ことにより各種の処理部として機能する。例えば、ＣＰＵ６７は、ＳＭＳ通信部６８と、
通知部６９とを有する。
【００４２】
　ＳＭＳ通信部６８は、ネットワークからのポイントトゥポイントでＳＭＳを送受信する
。ＳＭＳ通信部６８は、例えば、１ｘデバイス５０Ａ、ＥＶＤＯデバイス５０ＢまたはＬ
ＴＥデバイス５０Ｃを通じてＳＭＳを送受信する。ＳＭＳ通信部６８は、通常、ＥＶＤＯ
デバイス５０ＢまたはＬＴＥデバイス５０Ｃを通じてＥＶＤＯネットワーク３またはＬＴ
Ｅネットワーク４のパケット通信網経由でＳＭＳ（SMS　over　IMS）を送受信する。また
、ＳＭＳ通信部６８は、通信可能なパケット通信網がない場合、１ｘデバイス５０Ａを通
じて１ｘネットワーク２経由でＳＭＳ（SMS　over　1x）を送受信する。
【００４３】
　通知部６９は、検出部５４Ｂおよび検出部５４Ｃの検出結果に基づき、ＳＭＳの通信を
回線交換方式またはパケット通信方式の何れで行うかを、ネットワーク上のＳＭＳの切替
制御サーバであるＶＣＣＡＣ１０へ通知する。例えば、通知部６９は、第２の信号がハイ
レベルとなったタイミングで第１の信号に基づき、ＥＶＤＯ方式およびＬＴＥ方式で共に
通信が不能であるか判定する。通知部６９は、第１の信号がハイレベルであり、ＥＶＤＯ
方式およびＬＴＥ方式で共に通信が不能と検出された場合、ＳＭＳの通信を１ｘ方式で行
うことをＶＣＣＡＣ１０へ通知する。例えば、通知部６９は、１ｘネットワーク２を使用
してＤｏｍａｉｎ　Ａｖａｉｌａｂｉｌｉｔｙ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ（以下「ＳＭ
Ｓ（ＤＡＮ）」を称する）をＶＣＣＡＣ１０へ送信して、ＳＭＳの通信を１ｘ方式で行う
ことを通知する。
【００４４】
　図１２は、ＳＭＳ（ＤＡＮ）の動作の流れを示すシーケンス図である。
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（１）マルチ無線端末８は、１ｘネットワーク２を使用してＭＳ１１へＳＭＳ（ＤＡＮ）
メッセージを送る。
（２）ＭＳ１１は、ＳＭＳ（ＤＡＮ）をＶＣＣＡＣ１０へ送る。
（３）ＶＣＣＡＣ１０は、ＳＭＳ通信の切替えが完了すると、ＳＭＳ＿ＡＣＫをＭＳ１１
へ返信する。
（４）ＭＳ１１は、ＳＭＳ＿ＡＣＫをマルチ無線端末８へ返信する。
【００４５】
　これにより、マルチ無線システム１は、ＳＭＳ通信のＤｏｍａｉｎが１ｘ方式に切り替
わるため、ＳＭＳの送受信ができなくなることを抑制できる。特に、マルチ無線端末８が
ＯＴＡ(Over　the　Air　Activation)設定のコマンドのＳＭＳにより送受信している場合
、ＯＴＡ設定のコマンドは、コンフィグレーションに関する情報であり、速やかに受信す
る必要がある。そこで、マルチ無線端末８は、パケット網が圏外となった場合にＳＭＳ（
ＤＡＮ）を直ぐに送信してＳＭＳ通信を１ｘ方式に切り替えることにより、ＳＭＳにより
ＯＴＡ設定のコマンドを速やかに受信できる。
【００４６】
　一方、通知部６９は、第１の信号がローレベルであり、ＥＶＤＯ方式およびＬＴＥ方式
の両方または何れか一方で共に通信が可能と検出された場合、ＥＶＤＯ方式またはＬＴＥ
方式の何れかパケット通信方式でＳＭＳの通信を行うことをＶＣＣＡＣ１０へ通知する。
例えば、通知部６９は、通信が可能であるＥＶＤＯネットワーク３またはＬＴＥネットワ
ーク４を使用してＩＭＳ　Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎを行い、ＳＭＳの通信をパケット通
信により行うことを通知する。
【００４７】
　図１３は、ＩＭＳ　Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎの動作の流れを示すシーケンス図である
。
（１）（２）マルチ無線端末８は、通信が可能であるＥＶＤＯネットワーク３またはＬＴ
Ｅネットワーク４を使用して、Ｐ－ＣＳＣＦ４１を介してＩ－ＣＳＣＦ４３へＳＩＰ　Ｒ
ＥＧＩＳＴＥＲメッセージを送る。
（３）Ｉ－ＣＳＣＦ４３は、Ｓ－ＣＳＣＦ４２よりＳＩＰ　ＵＲＩ（Uniform　Resource
　Identifier）を取得するため、ＨＳＳ３１へＣｘ　Ｕｓｅｒ　Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏ
ｎ　Ｑｕｅｒｙメッセージを送る。
（４）ＨＳＳ３１は、Ｉ－ＣＳＣＦ４３へＳ－ＣＳＣＦ４２のＳＩＰ　ＵＲＩと共にＣｘ
　Ｕｓｅｒ　Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセージを返す。
（５）Ｉ－ＣＳＣＦ４３は、Ｓ－ＣＳＣＦ４２へＳＩＰ　ＲＥＧＩＳＴＥＲメッセージを
送る。
（６）Ｓ－ＣＳＣＦ４２は、ＨＳＳ３１へＣｘ　Ｐｕｌｌメッセージを送る。
（７）ＨＳＳ３１は、Ｓ－ＣＳＣＦ４２へＶＣＣＡＣ１０のｉＦＣ（Initial　Filter　C
riteria）とユーザ・プロファイル情報と共にＣｘ　Ｐｕｌｌ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセ
ージを送る。
（８）Ｓ－ＣＳＣＦ４２は、Ｉ－ＣＳＣＦ４３へＳＩＰ　２００　ＯＫを送る。
（９）Ｉ－ＣＳＣＦ４３はＰ－ＣＳＣＦ４１へＳＩＰ　２００　ＯＫを送る。
（１０）Ｐ－ＣＳＣＦ４１は、マルチ無線端末８へＳＩＰ　２００　ＯＫを送る。
（１１）Ｓ－ＣＳＣＦ４２は、マルチ無線端末８がＳ－ＣＳＣＦ４２へレジストレーショ
ンしたことを示すため、ＶＣＣＡＣ１０へＳＩＰ　ｔｈｉｒｄ－ｐａｒｔｙ　ｒｅｇｉｓ
ｔｒａｔｉｏｎを実行し、ＳＭＳ通信を１ｘ方式で行うように切替える。
（１２）ＶＣＣＡＣ１０は、切替えが完了すると、Ｓ－ＣＳＣＦ４２へＳＩＰ　２００　
ＯＫを送る。
【００４８】
　これにより、ＳＭＳ通信のＤｏｍａｉｎがパケット通信に切り替わるため、ＳＭＳのデ
ータをより速い速度で送受信できる。例えば、ＳＭＳ通信を１ｘ方式で行うように一旦切
り替わった場合でも、パケット網が通信可能となった場合に、ＩＭＳ　Ｒｅｇｉｓｔｒａ
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ｔｉｏｎを直ぐに行うことにより、ＳＭＳをパケット通信により行うことができる。
【００４９】
　また、通知部６９は、パケット網が通信可能または通信不能が切り替わった際に、送信
したＳＭＳの切替えコマンドをメモリ６５に記憶する。そして、通知部６９は、次にＳＭ
Ｓの切替えコマンドを送信する際に、同じコマンドがメモリ６５に記憶されている場合、
コマンドの送信を中止する。例えば、通知部６９は、ＳＭＳ（ＤＡＮ）またはＩＭＳ　Ｒ
ｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎを行った場合、メモリ６５に前回のコマンドとして記憶する。そ
して、通知部６９は、第１の信号が再度ハイレベルとなり、ＳＭＳ（ＤＡＮ）またはＩＭ
Ｓ　Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎを行う際に、メモリ６５に記憶されている前回のコマンド
が今回のコマンドと同じ場合、コマンドの実行を中止する。これにより、同じＳＭＳの切
替えコマンドが複数回実行されることを防ぐことができる。
【００５０】
　次に、本実施例に係るマルチ無線端末８がＳＭＳの通信経路を切替える切替制御処理の
流れを説明する。図１４は、切替制御処理の手順を示すフローチャートである。この切替
制御処理は、例えば、第２の信号がハイレベルとなったタイミングで実行される。
【００５１】
　通知部６９は、メモリ６５から前回のコマンドを読み出す（Ｓ１０）。メモリ６５に前
回のコマンドが記憶されていない、前回のコマンドは、例えば、ＮＵＬＬなど前回のコマ
ンドが無いことを示す情報とする。
【００５２】
　通知部６９は、第１の信号がハイレベルであるか否か判定する（Ｓ１１）。第１の信号
がハイレベルである場合（Ｓ１１肯定）、通知部６９は、前回のコマンドがＳＭＳ（ＤＡ
Ｎ）であるか否かを判定する（Ｓ１２）。前回のコマンドがＳＭＳ（ＤＡＮ）ではない場
合（Ｓ１２否定）、通知部６９は、１ｘネットワーク２を使用してＭＳ１１を介してＳＭ
Ｓ（ＤＡＮ）をＶＣＣＡＣ１０へ送信して、ＳＭＳの通信を１ｘ方式で行うことを通知し
（Ｓ１３）、処理を終了する。一方、前回のコマンドがＳＭＳ（ＤＡＮ）である場合（Ｓ
１２肯定）、処理を終了する。
【００５３】
　一方、第１の信号がハイレベルではない場合（Ｓ１１否定）、通知部６９は、前回のコ
マンドがＩＭＳ　Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎであるか否かを判定する（Ｓ１４）。前回の
コマンドがＩＭＳ　Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎではない場合（Ｓ１４否定）、通知部６９
は、通信が可能であるパケット網を使用してＩＭＳ　Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎを行って
ＳＭＳのパケット通信で行うことを通知し（Ｓ１５）、処理を終了する。一方、前回のコ
マンドがＩＭＳ　Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎである場合（Ｓ１４肯定）、処理を終了する
。
【００５４】
　このように、マルチ無線端末８は、回線交換方式よりも通信速度が速いパケット通信方
式により通信が可能か否かを検出する。マルチ無線端末８は、検出結果に基づき、ＳＭＳ
の通信を回線交換方式またはパケット通信方式の何れで行うかネットワーク上のＶＣＣＡ
Ｃ１０へ通知する。このように、マルチ無線端末８は、パケット通信方式により通信が不
可能である場合、ＳＭＳの通信を回線交換方式への切替えを通知するので、ＳＭＳの送受
信ができなくなることを抑制できる。
【００５５】
　また、マルチ無線端末８は、パケット通信方式として、ＥＶＤＯ方式およびＬＴＥ方式
によりそれぞれ通信が可能か否かを検出する。マルチ無線端末８は、検出結果、ＥＶＤＯ
方式およびＬＴＥ方式で共に通信が不能と検出された場合、ＳＭＳの通信を回線交換方式
で行うことを切替制御サーバへ通知する。このように、マルチ無線端末８は、パケット通
信方式がＥＶＤＯ方式およびＬＴＥ方式と複数ある場合でも、全てのパケット通信方式で
通信不能となると、ＳＭＳの通信を回線交換方式への切替えを通知するので、ＳＭＳの送
受信ができなくなることを抑制できる。
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【００５６】
　また、マルチ無線端末８は、検出結果からＥＶＤＯ方式およびＬＴＥ方式が共に圏外で
あるか否かを示す第１の信号と、第１の信号の状態が変化するタイミングを示す第２の信
号とを生成する信号生成部６６を有する。そして、マルチ無線端末８は、第２の信号が示
すタイミングで第１の信号が、ＥＶＤＯ方式およびＬＴＥ方式が共に圏外であることを示
す状態である場合、ＳＭＳの通信を回線交換方式で行うことをＶＣＣＡＣ１０へ通知する
。このように、マルチ無線端末８は、第２の信号が示すタイミングで第１の信号に基づい
て判定を行うことにより、常時、ＣＰＵ６７が第１の信号の状態を常時監視する必要が無
くなるため、処理負荷を軽減できる。
【実施例２】
【００５７】
　さて、これまで開示の装置に関する実施例について説明したが、開示の技術は上述した
実施例以外にも、種々の異なる形態にて実施されてよいものである。そこで、以下では、
本発明に含まれる他の実施例を説明する。
【００５８】
　例えば、上記の実施例では、回線交換方式の通信方式として、１ｘ方式を用いた場合に
ついて説明したが、回線交換方式の通信方式としてはこれに限定されない。また、上記の
実施例では、パケット通信方式の通信方式として、ＥＶＤＯ方式とＬＴＥ方式を用いた場
合について説明したが、パケット通信方式の通信方式としてはこれに限定されない。例え
ば、ＬＴＥ方式の代わりにＷｉＭＡＸ（Worldwide　Interoperability　for　Microwave
　Access）方式を適用したとしても同様の効果が得られる。また、上記の実施例では、パ
ケット通信方式の通信方式を２とした場合について場合について説明したが、開示の装置
はこれに限定されない。マルチ無線端末８は、パケット通信方式の通信方式を３以上の通
信方式を備えていてもよい。例えば、マルチ無線端末８は、さらに無線ＬＡＮを有しても
よい。
【００５９】
　また、上記実施例では、マルチ無線端末８としてスマートフォンを例示したが、マルチ
無線機能を備えたタブレット端末や情報端末に適用したとしても同様の効果が得られる。
【００６０】
　また、図示した各部の各構成要素は、必ずしも物理的に図示の如く構成されていること
を要しない。すなわち、各部の分散・統合の具体的形態は図示のものに限られず、その全
部または一部を、各種の負荷や使用状況等に応じて、任意の単位で機能的または物理的に
分散・統合して構成することができる。
【００６１】
　更に、各装置で行われる各種処理機能は、ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）（ま
たはＭＰＵ（Micro　Processing　Unit）、ＭＣＵ（Micro　Controller　Unit）等のマイ
クロ・コンピュータ）上で、その全部または任意の一部を実行するようにしても良い。ま
た、各種処理機能は、ＣＰＵ（またはＭＰＵ、ＭＣＵ等のマイクロ・コンピュータ）で解
析実行するプログラム上、またはワイヤードロジックによるハードウェア上で、その全部
または任意の一部を実行するようにしても良いことは言うまでもない。
【００６２】
　ところで、本実施例で説明した各種の処理は、予め用意されたプログラムを無線端末装
置で実行することで実現できる。そこで、以下では、上記実施例と同様の機能を有するプ
ログラムを実行する無線端末装置の一例を説明する。図１５は、切替制御プログラムを実
行する無線端末装置１００を示す説明図である。
【００６３】
　図１５において切替制御プログラムを実行する無線端末装置１００では、ＲＯＭ１１０
、ＲＡＭ１２０、プロセッサ１３０、操作部１４０、表示部１５０および通信部１６０を
有する。そして、ＲＯＭ１１０には、上記実施例と同様の機能を発揮する切替制御プログ
ラムが予め記憶されている。例えば、上記実施例の通知部６９と同様の機能を発揮する切
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取可能な記録媒体に切替制御プログラムが記録されていても良い。また、記録媒体として
は、例えば、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤディスク、ＵＳＢメモリ、ＳＤカード等の可搬型記録
媒体、フラッシュメモリ等の半導体メモリ等でも良い。切替制御プログラムとしては、図
１５に示すように、切替制御プログラム１１０Ａである。なお、切替制御プログラム１１
０Ａについては、適宜統合または分散しても良い。
【００６４】
　そして、プロセッサ１３０は、これらのプログラム１１０ＡをＲＯＭ１１０から読み出
し、これら読み出された各プログラムを実行する。そして、プロセッサ１３０は、プログ
ラム１１０Ａを、切替制御プロセス１３０Ａとして機能する。切替制御プロセス１３０Ａ
は、プロセッサ１３０を実施例の各処理部と同様に動作させる。通信部１６０は、ＬＴＥ
方式を含む複数の通信方式でマルチ無線通信機能を有する。
【００６５】
　無線端末装置１００のプロセッサ１３０は、パケット通信方式により通信が可能か否か
の検出結果を取得する。プロセッサ１３０は、取得した検出結果に基づき、ＳＭＳの通信
を回線交換方式またはパケット通信方式の何れで行うかネットワーク上のＶＣＣＡＣ１０
へ通知する。その結果、無線端末装置１００は、ＳＭＳの送受信ができなくなることを抑
制できる。
【符号の説明】
【００６６】
　１　マルチ無線システム
　８　マルチ無線端末
　１０　ＶＣＣＡＣ
　５０Ａ　１ｘデバイス
　５０Ｂ　ＥＶＤＯデバイス
　５０Ｃ　ＬＴＥデバイス
　５４Ｂ　検出部
　５４Ｃ　検出部
　６６　信号生成部
　６７　ＣＰＵ
　６８　ＳＭＳ通信部
　６９　通知部
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